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編
集
後
記

　
『
国
文
論
叢
』
別
冊
第
二
号
を
お
届
け
す
る
。
今
号
は
投
稿
記
事
が
一
篇
の

み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
編
集
委
員
を
立
て
ず
、
事
務
局
が
編
集
を
代
行
し

た
。

　

昨
年
度
よ
り
本
誌
別
冊
を
電
子
版
と
し
て
創
刊
し
た
こ
と
の
狙
い
に
つ
い

て
記
す
。
本
学
国
文
学
研
究
室
は
従
来
、
ふ
た
つ
の
研
究
誌
を
擁
し
て
き
た
。

『
国
文
論
叢
』
と
『
国
文
学
研
究
ノ
ー
ト
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
両
誌
と
も
に
六

十
号
を
越
す
伝
統
の
あ
る
雑
誌
で
あ
る
が
、
近
年
、
後
者
が
財
政
上
の
事
由

に
よ
り
停
刊
の
や
む
な
き
に
至
っ
て
い
る
。
発
表
媒
体
の
不
足
は
、
大
学
院

生
に
と
っ
て
死
活
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
し
か
る
に
本
誌
が
そ
れ
を
埋

め
合
わ
せ
る
べ
く
、
年
に
複
数
回
の
査
読
を
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

か
か
る
判
断
に
鑑
み
、
本
誌
は
、
従
来
刊
行
の
冊
子
体
を
査
読
論
文
の
掲
載

に
特
化
し
つ
つ
、
い
わ
ゆ
る
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
に
相
当
す
る
記
事
類
を
電
子
版
と
し

て
刊
行
し
、
業
績
発
信
の
た
め
の
媒
体
を
限
定
的
な
が
ら
確
保
し
た
次
第
で

あ
る
。
解
題
・
翻
刻
・
翻
訳
・
資
料
紹
介
・
研
究
ノ
ー
ト
と
い
っ
た
論
文
以

外
の
記
事
は
、
こ
ち
ら
の
電
子
版
に
ぜ
ひ
ご
投
稿
い
た
だ
き
た
い
。

　

電
子
版
の
投
稿
記
事
は
、
大
学
院
生
有
志
を
中
心
と
し
た
会
員
相
互
の
合

評
会
に
付
さ
れ
る
（
今
号
は
メ
ー
ル
審
議
の
形
を
と
っ
た
）。
冊
子
体
と
同
様

に
、
発
行
費
は
山
口
誓
子
基
金
よ
り
拠
出
さ
れ
る
。
次
号
刊
行
（
二
〇
二
五

年
九
月
予
定
）
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
四
年
八
月
の
本
学
会
総
会
に
お
け
る

審
議
に
付
さ
れ
る
。
刊
行
が
可
と
さ
れ
た
場
合
、
投
稿
締
切
は
二
〇
二
五
年

一
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
る
。
会
員
諸
賢
に
は
ご
理
解
の
上
、
寄
稿
を
検
討

い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

（
本
誌
編
集
事
務
局
　
梶
尾
文
武
）

国
文
論
叢
　
別
冊
第
二
号
（
電
子
版
）

二
〇
二
四
年
（
令
和
六
年
）
九
月
三
十
日
発
行

発
行
者　
　

代
表
者	

樋

口

大

祐

印
刷
所　
　

株
式
会
社	

遊

文

舎

発
行
所	

　

〒
六
五
七－

八
五
〇
一

	

　

神
戸
市
灘
区
六
甲
台
町
一
ノ
一

神
戸
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会

　
　
　
　
会
費
・
購
読
費
納
入
の
お
願
い

本
学
会
の
会
費
は
年
額
五
〇
〇
円
、
本
誌
の
購
読
費
は
年
額
二
五

〇
〇
円
で
す
。
あ
わ
せ
て
下
記
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
口
座
に
お
振
込

み
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

〇
一
一
五
〇

－

一

－

六
六
二
二

　
　
（
当
座
一
一
九
店　

六
六
二
二
）

　
　

お
問
合
せ
先　

	 kokubun_ ronsou@
yahoo. co. jp

（「
国
文
論
叢
」
編
集
事
務
局
）


